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タミル・ナー l，ケサラ州のW4次計fl)Jiをめぐって

tま y、

昨68年12月末より今年2月にかけて，筆者はインドで

現地調査を実施した。その調査課題は，~約すれば，イ

ンドの第4次5カ年計画の戦略，内森，性格とその背景

につνで訓告iずるとともに関連資料を収集する，とくに，

州レベ！日i, i TIFiの問題，，：＿；，と7-Hciこ重点をおし土いうも

のである。調査対象とした州は，とかく問題の多い外｜で

ある商ベンガル州，タミル・ナード外｜（！日マドラス州〉，

ケララ川）） '.lトトiを中，心忙したコこのことのため‘ニュー

デリー；：Uf11mを極端に九t;／））＇カルカノタを q，心に2

週間，二＿，・.___ ，，.リー5Ii ii¥J, γーメダパードとボンベイ

あわせて 1週間，マドラスを中心に2週間，ケララ州、lに

2週間という日程で調査した。

とこ九で 1 f見地調査／！ミ抱II打には必ずしす｝予測できなか

ったヤくつか，T)事情に上 IJ，上：：己の課題の遂行の方法も

しくは重点のおきかたに若干の変更をした。参考までに

そのいくつかを記したい。

(1) 中央政府の5カ年計画は，訪問期間中には最終化

されなかj F二三と。この遅延により，計山w、1;?/'.Ul主主体的
検討にhかわる調査はしなかった。しかし，，frjlli防戦略

についての論議が各界で広く行なわれていたことはそれ

なりに好都合であった。

（め HIレ、／レでの計ilui；こ／）し、ては，詳細たe,'C'jきができ

ていたc しかし，中央政ffからの資金配分に依作する外！

レベルの~jfiUj{';I:，中央政府の，＋画の最終（t'J伏定がないか

ぎり，最終化できない。いわば州の計画草案は，中央に

たいする資金配分増額要求書という性格が濃い。このと

と自体，インドの5カ年計画の一つの問題点を象徴して

L、るのであるが，これらの草案のj；持制なデータの分析は

必ずしも意味をもたないわけであるのとはいえ，戦1洛（i"J

，に,i.'，（に関するかぎ川各州の政策志図の特徴をそれはrYJ

らかにしている。

(;l) そのほか，州レベルの経済計画の前提に多少とも

かかわりのある諸，r,:態が滞印中起こったa とくに，川丙

ベンガル州を：tv,1 ,J+Iにおける十H下院議員の再選挙の実
地（2月9日〉。 4州のうち，西ベンガ、ノレ州、lにおいては左
翼統一戦線が圧勝したが，これをも。て，当州の計閣の

ありかたも今後大きく変わる可能性が強い。（ロ）タミル－

f ード州首相C•N ・アンナードライ氏の死去（ 2 月 3

11）および1,,J川守ンジョール店主キーラヴェンマニ村

(Kizhavenmani）の農業労働者の婦女子44人の焼殺し事

件（12Jl25日）。これらにたいする当州政府の与党ドラヴ

i グ進歩連盟（！）MK）やタミル・ナード人の対応のしか

には，この政権のいくつかの特徴を示すものとして重·~

なゴベ牛であった。

本稿は，この現地調査時の視察，収集資料，インタビ

ューなどをもとにして，イン F'第4次5カ年計画の戦略

の特徴，タミ •k ・ 7一一ドやケララチト！の州レベルの計画の

内科と特徴や百f去について絡述するものであるが，資料

として利用していただければ幸い守ある。

インドぷ）:J'i ;J次5カ年前TAUの新戦略について

1. 一連の戦略の変更

現地調査の時点は，『第4次5カ年計画要綱案』（Four・

th Five Year Plan, 1969-7 4, Draft, Planning Com幽

mi叫 ion,March 19G9, 357 p. J._'J、FDraft Planと略称

する）の作成めがiて二中央政府と川院の資金記分の折衝・

調整，省問調整が進んでいた時期であるが，けっきょく

3月に発表された DraftPlanはだいたいにおいて，

1968年5月発表の『第4次計画へのアフ。ローチ』 （AP・

j’ro,rch to th,・ Fourth Five Year Flan, Pl担 ningCom 

mi日ion,38 p.以下 Approachと略称する〉をよりPA¥

化したものと考えてさしっかえない。

この DraftPlanは， 4月21臼予算国会に上程され

たが，財政審議会（FiscalCommission）の最終{i)J件舎の

提出後に再調発されるために，ヴ国会では採択3れなか

った。しかし，今次の計画のアプローチ，役割，規模，

遂行のための機構などの戦略的な側面には著しい特徴が

みられる。本稿は， DraftPlanの詳細な紹介を目的と
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するものでないが，この戦略的に丞要な似面を訂＇.＇.， :; 

次長十函と比較するとき第4次計画の特徴が明らかにされ

るとおもわれるので重要とιえられる点士正つ指摘した
u、（邑： 1)0 

そのお U:l:，計画ゴ）目酌心重点が注会11:J受や，i済講jも
の改革よりも生産全体の回復と発展におかれてきていろ

ことである。泌1章ν1）初めLA画の大目i':'-Jl主主意J;,56年

産業民：1z声明hどに＼！；づヤて述べ、公平正？上会1仁義の1Jlj

j鐙をともなうJむ速なi経済発展iが経済計画のー・般lぬn的で
ある（p.日）とLながらも，第4次lI E雪期＇lI］的i土，安定

〈これは，具体的には産業間のアンパランスを防止・修

正し， 「ンフレを拒l出IJし，怜出拡大で外貨不足士軽減し

て外国援助依存を沌額にして第3次計画の半額に削減ナ

る，ということ lを保持しながらの成長テLポのIJII，.室化に

ある（p.13）としている。；急速な成長と社会正義とは矛

肩関ifにある （p.9）どの記述；こみられる上うにう過去ゾ）

計画書よりも現実にたいして正直になった，という印象

をうHノユ。もともとWi決のけJ難な失業問必、こつY、て今次

の DraftPlanはほとんど政策を示していないことや、

所得合自己の公l化に Jコいては，下泌氏に！日；用の協会をつ

くりだすことによって解決する（pp.15, 17）とあること

も，社会正義よりもみ速な成長に重点をおく上述のアブ

ローナめ一環であろう。

第2は，経済活動における計画の役割と地位を下げ，

f（＇.；間古Iii門の役｝；注量：＇iJ・質的により重視Lてゆ：という

ことである。まず，計画規模を大きくないものにする。

抗：1'it, 1画、n11標ーでは，国L，＇所得；こたいする純政資の比

率を60/61年の11%（実績）から65/66年に14%に引き上

げることにた， Cてb. ,I：こが，今次の，；I函で:t67/m，｛：今（つ主

P不況の年）の11.5%（実績推定）という低い比J存を起

.（（にしと73/74年（，，l阿最終刊にIJ.8%にしかりiき上げ

ないとしている。公共対民間部門の投資配分比率は55%

汁45%、乙治；1次：ii 111ff C邸付。対40＇；，占〉よりも公共部門の

比重を下げる。この郊門の新規拡広は手ひ？かえ‘第5次

計画の前提としてどうしても必要なものだけに制限し，

往設qiのものザハ完r＆；こ重ι〔をおく Iパ2）。 T業の多くの分
野（「基幹産業」を除く）において計画目標（targets）の

万定をしなνで， J:il；こ予ι＇・ ( estim"tes）の生産；止を与え
るにとどめる！／1:3＼ここで「基幹産業」とは，鉄鋼のほ

加に件、非鉄2属t.w，発字出主E，各悼のイヒ三子月包料三喪薬，

その原料となる化学品券i，薬品類，石油などの輸入依存
／［の／：j'、産：仁（36業極、 pp.261～2山）で払って， l玄要fι

生産財産業（産業用機械・設備，工作機械，渓業用動力

104 

ポンプ）を含んでし、ない。｛走者は「その他の産業」にな

っている。このような怒意的な産業の2分割は，次項で

述べる工業ラ fセンス制度の改革の基準乞外貨というぷ

准におくこととも一致し，また，後述するインド商工全

ぷ所it1.；＼！の主張にill!じるものであるようにおもわれる。

外貨基準の重視といち点では言l商法一貫Lていろ。

第 3（土，以上と関連して，諸統治1］の緩和の方向に向かっ

ている士と，ヤし、市aえれば市場諸ノりのZ訟はということで

ある。 1966年のノレピ一切下げと前後して始まった統制の

伐和の方向は，新計画iこ明I［｛，（に確認されとし、る。これの

最も重要なものが，工場の新設・拡張のために必要だっ

た工業ヲイセンスの交付司~JIをの改革である。現在、この

制度の洋細な再検討が，一委員会によってされているが，

])raft l'lanも改革の基本的方向を示してU、る。 「工な

発展の規制は主として外貨割当てとの関連で考慮されな

けれいなら九：.v、Jとして，（1）外貨をかなり必要とする業

種は，工業ライセンス制度の適用を継続するが，一度許

i,fされれば，資金，外貨，的少な原材料を十分かつ迅ill

t＇：配分し，事業の実行を助ける。（ 2）このほかの業種で

は，工業ライセンス制は適用されずに，私企業は市場の

要請に従ってIミ自に治動できる。ただし外割出ljは継続

される。（：1）独占排除の対策として，財閥（bigind us trial 

!touses）には，技術；J<.準の正／j，、新分日子にしが参入を許ぃJ

しないようにする（pp.238～239）（注4）。

統治ljの緩和の第2は，重斐産業：こおける弘的夕ト国資本

1導入の1足進と認可プ口セスの簡略化である。Draftf司ial l 
t土と、，！）}. 

ど，すでにいくつかのステップがふまれている。

このほか，統制の託和はさまざ主の分野；とみられる。

価格の統制j面でもそうで，現在，価格が統制されている

商品土lO数品目にすぎなU、。価格と，、臨迫機構の統制緩

和は最ほとくにめだってきた傾向である。また，手工業

保護政策の重要な柱である工場制綿業の生産上の諸制限

の緩和li＇最近行なわれた(IIS〕

統制緩和のこのような一般的傾向との関係で，ここで

_ _:__, -:H言しとおく必要がある。第11こ，統制の緩和は

統制の撤廃ではけっしてない。非弾力的な統制を最も強

く批半,Jし，インセL午ィブによる資源記分の方向づけを

主張するインド商工会議所連盟（FICCI）にしても多く

の企業誌にしとも，“rfi核‘’フ。ロジヱクトの工業ライセン

ス市IJや外割の高齢売は否定していない〔注6）。第2に，統制

の方iJ：、が， Il；的， fl{接的たそれから，金融的，間接的な

それに移りつつあることである。 DraftPlanは， 「望
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すしいJn訂J..の投資しっか向づけてJ供給と需苦J口よりよE

均衡は，生すます財li/<1/J，金融1V；〆〈策を通仁 ：1「Tなわ;/L
るようにナる」（p.239）と述べている01968年iこ成立した

いわゆてj1ll1〕．の社会；＇i'.if!i:街リ法 i“メocialC《)11（：什Iof Ba川

,.¥ct ") I士『子J己＇i,rJの強｛L:.. 1: ＇、うよ IJ；士‘このようた統治I］の〈ふ

りかた一般の傾向のー抑止して理解されるべ主であろう

と考えられぞパリ 71o t t・，一般のイト業が宇、°t""I全の ・:''.I¥ 

どして述；j[ jる目白＇.j'.111人もし：（上去くお2:.'Pら金銭セ

預る制度（publicd日posit）は元来全く統制されなかった

が， 66年か~＇インド準併銀行の税制が始ま〆ている。竺

jしも同トド，f：，置を；，，、J、る措置と汚えられようc
とのような統制lのありかたにおける変更とともに，補
助金による保護制度の後退がめだっている（p.1針。とく

に，食rr.1J）配給にお｝「る補助金の停止や， rr：業にたL、
ナる補助金の廃止傾向がこれであるens,0 

新5カ年計画の戦略の第4の特徴は、生様の阻害I&！と

しての社斗γンパ弓〉之の認、識をnめ，事合！jj氾還の：蚤：与J
性を強調していることである。とくに1967年ごろより強

化された輸出促進措置（補給金制度，租税特別措置，外

'/;rjの優迦など）に上一 f，停滞を－.1づけて、予＇・.輸出品三、

1968年よ日機械器共製品を中心に大きくヒ向，ざに転化し

たrn.9）。この上向傾向を前提にして， DraftPlanも愉

/Jjの成長干ーの目標士qギ 7% (J%g/59年刀、 i'.1I '164/65 q: 

Iでの実ぷ：土年率 l.：，｝；。であっえ）におし、山、る。これ

により， 80年までに輸出規模を1967/68年の120億ルヒ。－

hら302fU•c ピ－ I 二 L ，対外援iウ fl＂存度を i,li判；こしてぜ

いにする， としてU、ζ。

第5の特徴は， 「農業ρ新戦略」である。これは，技

術的条f'I:臼E視し， l'"~P.品種（とどにj\'ij収 ，＇？， 品種〕と，J 、

思議統計仙の導入， .IJじ11・農薬の十分な粍 i、ι主とし
てj蓮華正地の規模の大きい農民を通じて行ない，食慢の増

陀をはかるtので， 1'i(ili年から導入されTこ述の諸政取
をさしている。

Draft Planも「最近のできごとは，物価水準，政府

の資源動員能力，政府の計画支11＇，，工業活動のテンポ fょ

2が緊件：な相互関連を 1,ってU、る三と，また、これら J

べてが食糧と農業生産物の安定的な供給に依存している

ことをぷし／・J(p. 12：とし，農；{iの増産とつ会どが重要E
去、る， とし、う認識1:1'< ':I:までiこな、く強い。 1，司ii..＇｛ーに， E主主

の新戦略が増産（年率5%）を保証できる（pp.112～115) 

として，三の進展と持及が今次；i十回の中心となってい

る。このi,X:J!Jの持t,:iの条件の A つとして， rti：，；のパップ

ァー・ストックをつくって，価格維持を図ることも， M

商にもじれてヤる。逆に，土地改革t土、独立の章でとり

あげられずに，’ト主く扱われているばかりでなく，重要

なことは，食糧増産の前提であるという考えをとらなく

な；ていることである（注問、。

Ji）、とに述べ？っ主の戦略の変更は， HIr1：に深い関係が

みられる。その起点は，インドの経済が凶作，外貨危機

などにlr＇〔面して許しい困難にあった 19似午ごろと考えら

れあ。しかも干lit（に深い関係にある新政取のそれぞれは

実現の1,J能性が疑われる種類のものでは必ずしもない。

すなわh，多くの場合，むしろ現実のれ済活動の十け存に

忠実にたったのにすぎなし、のである。

その意味で1966年は経済政策全体のありかたにおいて

大会た転期を闘する時期であると考えられる。“ plan

holid礼y’lこ終止tfをうつは「であった第1次計1Dff十そ

の延長上にその戦略をおいているとみられる。インド

の総合雑誌，専門誌の多くの論文が，“planless”とか

“小中lannin，ミ”たどと評しといるのもJW:l1のないごとで

はないlIi' 11 ¥ 

2. 戦略の変更の背景

いい［作と不i.1,:

このような戦略の変更をもたらした背景は，私的資本

の力量の相対的強化である。のちにみるように， Draft

I守山内戦略は l!J作の要請にこれまでにたく一致してし、

る。

ところで， 1944年の BombayPlan （注12）をはじめと

し：・， UI界の互い山！に関する提案の特徴は A貫して、現経

済・ 'rL~；構造の維持をほとんどそのま士 J)iJ提にしに箸し

く現実的性格の強いものであった。 Draj官Planのアフ。

口・・－ f・はさきに述 J之たように守その意味むの現実性を強

めたιのであるの ,;i函当局のこの現実fぬ・実際的アイロ
ーチへの変化は，財界の計画案への内容的な接近をもた

らした志のであるが，それはl'.165～66年の深刻な凶作iこ

よう、食糧危機，←T.業の不u，インフレと外貨危機、社
会不安，会議派政権の動揺などの深刻化を契機にしてあ

らわれた，とU、えるとおもわれる。

l'.Jf1，食糧危機．工業の不況・停滞化l土，計画当局を

してまずなによりも経済の安定的成長に重点をおかざる

をえないと考えさせるにU、たらしめた。

遊休＇I：産能力や倒産の出j屈の深刻化は，生産能力の新

設をともなう大規模計画よりも，既設の生産能力の利用

をめざす弾力的f汗十酒へ，主主共部門の新規拡張を手ぴか

えて主り小規模ti:lil函へ，と変更を要諾する。赤字財政

インフレの食糧不足による加速化も，同じ要請をする。

I Oラ
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片山！？業の部門関投資配なのむι市＇）；J，：手段である工
よラ fj」ンス制が，実際tこは，ト•rrl切の，ii'l'Jとは逆iこ，資

本の1r,1，と部門間アンマパランスをもたらしたことが，こ

U＿，；！キJUJに実証され’ti'l:li，統ilfll技l/;l，：フ Jスドグロース

もしくは“社会正義”という単純な発想、泌が根拠を失っ

た。これは統制緩和主義が市民権を得；.5j幾会となった。

悶内市場の開設化，不況，外貨危機の深化，援助の先制l

り傾向という一連の国内的諸条件と国際的条件は，輸出

1(,¥!,i'Jl進を強く要請し， p :~ '11J ic. i'f,i/ f-', '.J己進攻策の展開
をLiこ「Jした。これと相己iitミしこ、，J、illlC:cながらインド

口仁、汁外輸出がはじまイl 11 ,/)1J, コ！と関係がある

ぴぐt.t /J.カミろう品、

i ,; 1'iう，2年連続し，食'l::,'c危機6::／，たらlたばかりでな

く， 5カ年，H耐を 3年間休み（“planho!itlay”），しかも

そればかリでなく工業における不胤の強要な｝J；〔因となっ

たり，会議、ii再の凋決の契機となるにおよんで，良業が工

業そのほかの分野にとってもつ活1米の策理主IEを痛感さぜ
か il下河＇＇j} .. jにしても， そ昔、竺 1.-ht士ト.nI）；農業の重要
i 'I ＇，ぷ司する 9 しかし， “＇＂｛ fi'J1'1'U｝、／ l導入がイン F

1川｜仁川J士中心iこ“緑の草山 山プ ι＼＇I_ ,,, /1ぜると， l966

:1二7,：，~；観：’t.1であった財 'Ir'-, ?'Nin,, I iJ＼ いまでは

－~＇にじ目的なものに変わ ，：＇こ い そしーィ］）ril(t I 'Ian 

は農業の午mi:長率5%の達成を，ほ，r全11u(10にこの新戦

時の拡張：こ依拠して果たそうとしている。 J立rn:1 ：余i~i！分

：十でみて，農業の1市要度は大きいものではなし、。すなわ

ち， ~i,l 次＜｝ji両［では，農業関係に20.:l%（民業に14.0?i,,

i官／ ~;t ・洪;k}j策に6. 3＇＇~）であ円たが今次の ］） l'l~/[ J'fa II 

＼はl什9%(I司上それぞれ！日（九，J：＼山）＼あるにすぎな

たしかに，農産物価｜作， lj 色iji~ ：：： ,, 、う長｛1J：下で，改良

川N1/I•弓入，肥料の投入刊に t -''.,1[:_l(v:i'i/大は否定しが

たl、L、また“農業もピ三ネ 'i，：：あv i竺グ〉だ”と考える

ようになった大農がタンショールでさえもみられた。ア

ンドラの大農は，多数の貨幣を懐にして，その利用に迷

っている，とも聞いた。この“紋の革命”が今後どの程

度の広がりと深まりを展開するかが，今次1,十jjlijの成否の

F主要なカギであるは16>0

山 中央政府の権威の決：該

fン Jごの経済発展は， f住I！問：IcつT幻’ちペ〉発展の性格の

正二具の拡大をともなってUる。 ti＇＋＇：ひとつをとっても，
バン＞ γブ地方の“緑のl(，（；）＇＇ に対しては，地主・小作

目品11系の矛盾の激化のもと』こ斗ミイ力が］1]Jえ九れているぺン

ガノレ地方がある。同じー州内でも，たとえばケララであ

れば，日雇いに依拠する大規模の資本主義的経営の多u、
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クソケナード地方にたいしては，年）jfiに依拠する地主的

従えの多い， cルガット地方がある。急速にi；業の発展を

みと J ド7スチiiではしだいにタユジョールの地キ層の勢

力JJ.HI主.Ji'よJ.li包ill；が低下しつつあるようにおもわれた。こ

のkうなことが，中央政府の権威の低下，外！の自治意識

の強化や，中央；対州の対立の強化の底流をなしているよ

うにおもえる。逆にこのことが計閣の条件を急速に変え

つつある。

モれが！il:も明瞭になるのは， U、うまでもなく 1967年2

J l J）泳選、手 fついで1969年2月のせ1ml選挙）による多く

の－11-1.~ （凡！I会，J主派政府の成立である。これとともに，中

央.-111 ［／ 、／~での会議派の内部の分Z/1~ ・ Hit立が，ますま

す~n ？：によ仁＇ ' :. U、る。

この点で，マドラスにおけるDMK党の圧勝は，一つ

の象徴である。 DMK党は，中央政府に対して強い“反

感”をもっている政党である（DMK党が州政府に就任

後も必ずしもそうであるとは限らない）。この政党の圧

J防止；j、物品Iii問題，地主・小作問題，選挙戦制すなどさま

ぎれ’リ'I'山があげられるが，一つには，中』jとの会議派の

111i::w：二FU，ぎノ〉をえないタミル・寸ード会議1JRが言語問

Lむこ！!Ij心ハ判長を守ろうとしなかη たことがJill山でもあ

ふ二 I二i立、 ,.¥-1性1［における中央・州！日！の関係をちえるうえ

で象徴的なことであろうとおもわれるのである。

中火ととくに州の政治的不安定，中央政府の権威の失

曜は，；n繭の全インド的視野からの合理的遂行をより困
離なものにしてゆくであろう。逆に，十l・Iレベノレでの計画

は‘各州、I1ti! 1・ iの性情をもっ度合が強まり，州、｜間の経済発

以におけらJJ1,',jの差異をさらに強めることが f想、され

る.，HI.にの t，に述べるケララの場介がその好例であろう。
川 IH'Nの），｝：見の強い反吠

・111('11］のことFはあるが，新5カ1f,,ll函の形成過院で，財

界，手界の個人や団体がさまざまのぷ見をだし，論争がな

されときたが，なかでもインド商工会議所連盟（FICCl)

の怠見書（Guidelinesfor the Fou1叫 Plan,Dec.1968, 

65 p，以下 Guidelinesと略称する）は注目される。とい

うのも，この簡潔ではあるがそれなりに体系的である文

九は， DraftFlan fこたいして内容的に強い影響をもっ

、いると忠われるからである。

c;川Jdim刊は野心的すぎる計凶に反対して（pp.9～11)

i局内と対外的資源を計算して（pp.:H～55）成長率5%,

総役氏支l±:¥Kt'il800{§'.1レピーくうち外ほ援)YJ3(X){CT：ノレピー〉

を示唆する。計画の目的としてあげている点は，食糧生

産の自給，公共部門企業の経営の改善と適当な利潤の獲
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11；，建設111のそれのい－，そうすなヤかな完l丸不況放汚

京による民間l部門tこおける生産能々の完全j:ljf江現役11',

造の遮当な改？？による資本市場の復興，減税，より多〈

のイニごザキイプがf!,'1J人に与えらttるため；士令：分里子i乙j
7二る統骨予JJ/rnIの改丑司 jJ.的外国氏本の積肱！なii￥入など

ある（pp.16～26）。そして，計画は，あF》かじめ設定さ

れた成長率に悶執することなく．料J芹の純手TIそ‘成長ーに
灯まt,1;、Jf；ヘの経tirc', JJ向づU ＇：： をめざすことが必安：

あると強調する。

以前の計聞の実繍からみて，投資を階大しでも成長本

が低下しfてのは， 'i:'.f;:ii(lハ非生産i'l'Jな利用σ，！tめであり，
今後資源はもっと生産的な分野に配分されなければなら

ない。そのためには，計画は単に示唆的かつ選択的（in-

d icative and select l、のであらねばならない。そして，

H十商は，発足量に必要不可欠なふ中核”的プログラム〔こ

の実行のためにはあらゆる援助・準備をする〉と補助（t'.J

，ョログごり、どに2'TI _,,Jしておかね；王ならな、い tpp.27～ 

：；（））。公共.J ＼；問別｛勺伐資額の記；ヅiE，そrも'L札 1051fi}, 

ノレピー， 697億ルピー（60土料OOJ割合〕とする。

FICCIがモの G11iJ,・iin，’sでjiJ主してLノ：， ＇j野忠ljの（f
j；：毘分ドド去のとお！）ーとある。災企源泉；こ・）＇， 、ては， .t: 

くに強調されている点は， t首相tの余地はもう全くないこ
と，むしわ；＼（税をL，点、っ市民位打、れをH'li弘けることに

上って7,'j1二n：場をねなにすべ己〈あるとし口、る。
なお，農業と工業とのあL、だの関連性が次の上うなか

にちで7;rfr二れてνλη 「E主主 ~fol'lが｛也び，；＇； fl;'］とltilY."/, 

をそろえ ：，，，，，長しtr',・l:J:り， Uか.＼：る前i生士ずること七

不可能であろう」（p白 17），「農業におけるti！給の達戒には

FICCIの第4次5カ年計画案（;t'.i'f ;jl]t之介 配分）
（！詳もt：うI ピ』， .• • : r勾Li','(J) 

FICCI ll向が IIii] 1ic 
l第4次i＂問委 n1:11 s，大 1i;-1cc1
;t 1リii案＇：＇為 1/q次l,・1・ 川1,,i米
(A) ｜ドIi奈似｝ 川 I (n: 

農 業（合濯紙） I 400 I 442 I 211 ! 165 
I (22) 1 (22) I (22) I (17) 

工鉱業（合小工業） i 600 i 589 I soo I 400 
(37) (29) I u t) I ~'.10) 

イン寸 Fζ トラタず

ャー
（合電力・運輸・通信）
社会サービス

450 品28 I 280 I 2：：β 
(25). (31) I C29) I （己：；）

280 
(16) 
:-191 
(19) 

170 
(I持）
210 
(21) 

. I.730 I 2‘049 I %0 ↓，1,000 
付l , :<100) I (100) ! (!00) L(lClO) 

（出所〕 A欄 Guidelines,p. 61, B倒 DraftPlan, 

C 悩J Third Fi.: c Year Fl川、 D側 Tiu,Third 
Ffre Year Plan A. Tentath’e Outline. 

（注） D欄以外，在w投資を除外。

第，1次，'Hj雨中｝こ約30%の成長率を必要Eずる。 ·····~業

｝こ主jけるこの成長平はヱ業の成長率が忌fl＇＼，を遠目覚ナるこ

とを可能にさせる，J(p固めと。さらに，「インド経済にイ

ンゾレ治在住があるからには，よ 9急速の消費財仁咲の

発ト：（t：；、5要であ／’、。全た，開業生産の上外により，民村

J也子fの流動作がかなり上昇するであろう。だから消費財

工:'l/''.1/)jl/：張は，ヤ正して，！？：付地方かム〈る需要lつLず

るよ ・11(業種 ¥ し体的iこは，織物，砂防，セメント、ヲ

ジ寸，迷持｝機械等をさす一一引用者注〕においてでなけ

ればtr.ムないであろう。」（p.63）。

ιl I・ーのようだ FH‘：erのl:,J1えと，その4カ月後にずと表

されたDraftPlanの考え方とが予想以上に類似してい

るのに驚く。それは，公共部門の相対的シェアの低下、

公Ji.if1111'Jの企業の祈設は手びかえること， Plant土 irnli-

cativeであるべきこと，“中核”プロジェクトとそのほ

かに分けること， l弾力的運用と統制の緩和（統制の撤廃

でiVe，＇），イン 7レ0)制限、たどの点である。外l!IJil }J 

期待領は，］），叫tI'lanは250f意yレピーであるが， Guide・

lineすもこれと大援のない繍〔300f意rレピー）である。分

野山山崎金配；〉についず I >raft P!a11 ,t三 Guid，，！川町

とを比較すると，両者の投資総額はかなり違うにもかか

わらず農主と工鉱業向けの投資額はほぼ等しいことも注

目iこがけ→る0 e:・t；こついては，財界もその発演の必要注
を痛感寸るにv・/:.. :, たことの！え煙たであろうし，ヱ鋭、楽に

ついては，最近の不況期の政府の工業企業の拡張の停止

がl¥'!i'Iの機械J.¥':Jcどの深刻｜行不況を t,t11;、たことカ，ら

政府.－m1111の急速な・1li,1l、はまj-士しいことでY山、とU、う必識

の!ii決であろう。 GuidelinesとDraftPlanの投資総

額（ぃJjilijの規桜）の差異it，おもに社会サーピスの分野

にtsける差呉iこ上るものである。このことと関連しど注

目すべきことは，公共・民｜笥阿部門間の投資配分率であ

る。すなわち， Guidelinesは公共・民IUJ部門の比ごドを第

3 i九九pl1iなみcr,(,O%,!40とし、う比率を示唆しているのにひ

きかえ， DraftPlanはこれよりも「後退」して55対45

という比率を提示しているのである。

地 h((iな企業出号体の新5カ年計画への意見や要諸も

だいたいにおいて， FICCIのそれに同じである。ベンガ

ル民族商工会議所（BengalNational Chamber of Com・ 

mercc.外資が50%を越えない企業主に上り構成〕の代

表者が，インタビューで諮っていた点を参考までに要約

して記すと，

I 第4次計［I可fl，小規模がヰlましヤ。減悦を希望する。

2. 不況の克服の一環として第4次計爾が期待され
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るO たf＇..し‘ j（↑；c＇）機械工主i土‘政Jff/Jミらのfi'::i:lミにit, ミ
了fLす3一て；FfこV

:, • そ♂）／こ i•よJ には、多／｛;juノ完イ4；オi1;i入がピ、夏；であ？：，が，

させること。工業ライ－e＞ス市！Jは，との斡入計両との

日！日名でjfil!fiするとと。

6. 輸出増進政策の成功のために，コスト切下げ政市

rliJ／，＼条flし川上い企＂（；京it L、わゆるtll村山人J)fc長先えは： 企断行することり

張L, <t .＇／ナゐ。 ；.＇｝＿トj主へたことから、 インドの財界はおしなべご， 1U

4. ーとこて、 外流ノytらノヘ；こl土 町＇tl'iJに；):Ii比三ふユ：）.， ！土 J ＼，；土会最l]iit日以としてのt'ftの役＇，~IIに （＇f ，、関心をもっ l う
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ζj /p ,, ；｛改正L‘十'.k.1に土佐［凶のJl¥"1(）：王；：；；を，u：二 5せる－； (, I I ) f門主｛？に， J>ra{tPlan ，てもん！ I r 1＿、ふ

F仁、おとんこノ・，｝，＇人i二，， <' }.;it）.イ、l土IC にfr1'Iに パIUjj；ド，＼ 11 l'.'.＇＇；次 ；： C ( i京市 iた） υ'cI; IJ Cゴヮ 7,0 

ii'J :', L にことが.(-Ji.1, I：；コ 4；たけi1d11 Iii! !I',! ! JI r ；，投下j符／／rIなh:I i呪＇Lt, "I ；；と〆，； J ' 
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7. 此！（！ . l〔J!',J.':'.j tこサ ι＇：＇：主，＇Jii；；也＇）ド＇，＇i／；，ニ；i 11 L., t ; 
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II：】旬、〉 ''-J＇、lい］,' l 11,t ＇.，・！＿ 七）＇,Y/大 jーラ！ '・ iι ’｛；を／~i-,t,'i• C.h 

'J 

；：勺り，： .,; , '1 ,n （〆i、肉工会，，／；＇；リ 11lndian Cham 

｜）じrol ( IJllllllCJTC') 1,、I：，.己と1:c.in,H去のI，！，九7むを〉／：，が， . 

1；・け「1,－，：二，，，－；F'tc,-, Fol＜び，! 1 It; :-f；としずち 11¥iHri,J: !O,i,そ

l/i,,'.i: I , 1", .t,, :~ ：：.と.re, ;J：、 ／ ; -( J））とiI_;:, fl: ! iLr：それ

' 1L'.)1()1JT/ :Lゴ－；これiIノ：，n；ムに企｝むi; ＝・－＇し｝にごと， ,¥ 
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1 Lド隙＼,i£ I：全，；＆ ：；二（l・.n日incc,r2叩人削川：1tic,nof 

India. 力 lレブl，ノI)l士、，dp!Ji委民兵J) , lj＞／リ仙，，fi !i::Jll'!'IJ 7., ,, 

したて,1:: >, ,<・, ＇駐日；；，： o工うなit時Jむ七してU‘るじ

l 第ιl;): .,', fdff)) 11 li'.Jが安；じ成長てある I:I，、う，11,-

／け一山1chを／itiG!i」るコ

2. 11mtt：－－，安定；士山主要であり司被回としたl!f':iとごF

J完全とるノ、きであるc

:1. 機怜l：、化ごとヲ enLi仁［弓tl'f・ t，；〆人，i；，材1斗グヲ供給
1¥i士政府て宇）ノLが、 三（／）fufi r任グ可iiマii三！具H見♂）づi下げ

をすること。

4. 遊休生研i'rntの完全平l]i誌のノ~y殺の，っとしてtf’j遣

の多角化合｛！Li生する上うに，工＂＇； 1ヲイ i’〉 λ；¥;iln・l認

をf明日ずζ〉こと。政道関係の機（，＆仁川土，政府内大阪

f二1司十JWJHf,1）た.＜／〕Itt L、可託児下；三あと〉カ1 iぜ＇C~：；；土，

l本間たる，. I間企組んで能力の完＇］＇fi]li! を i't~ ， IT:すーベ F ::・ 

あろ。

5. ね入；，11由jを確，tし， 二れとE業牛，ri'3Hi山［とを設fr
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（注2〕 「必要な発展が協同組合，もしくは民間部門

でふ〆；， , 11,J 1'うできるようち l交の拡張i主 主：Ji:,';j; l"lで

は行ぐれ’ムマ J (Draft Plι川 p.238）。

（汁：l) 斗勺点に関｝ ' . lιVenkatar、t1nanJ,¥; (Jf' 

問委員会委員）の長明は，：ll"ITru遂行過程にわける官、企

業の役；測をいっそう明！僚にしている。すなわち， 「民

間部l"J::'tうl！なる企業こ hこれを起こす li1ル 11i,i、でfh

場調J¥,; i' ：，、，需要1,;!' ＇七，，ねばなら「｝ 九つう。

この点か新a1・ rrrnにおける政策／）大きな変、交υ一つであ

るJ，「過去にJ'H、ては政府が II僚を r改定しトため，；肝

要が＇;t・限にあろうとなかろうとこれにしたがって〔1

業ラ／ _,_ / つ〕『先Jj¥:J ！；，あり，二 J）来＂：λ、［込山機械

器具主 'r:.,_-＇主総工業ーの：－：， i; ＇~，くの工業ご’，，！.，叫にたい

Lて古巨｝）が「トとく j/J剰なものになってしま，Jてし、る」，

「この｜’ILia絡む干しノlFi'念は社会主義型社主に反ずるも ，）) 

-!--' J-. ，」」、， Iりd斗J¥1 <'1 _,,-,1＇，九。しかし／［ム ilへ、.，) 

考慮，！ :, i. ＼乏問題のと－'f-..ぺIうが必要三：ノJ J (rH 1 

ン Fj¥'8」斗、み1,rSICCI-- . : ：心69年2月19_1.. iun。

(1上4〕 これは， R.K. Hazariの与え－}jを￥1句襲1

るものであろうが，これによって11','iJ）掛除ができ ζ》

どこ f-:.-, かえってそ.， : T力i 企業にたい一i-.• j % f将絡

差をし：：＿I＂.であろう ' いり！らかであ人－－， 0 

なお，上fl日の工業ライセンス調査委員会（Industrial

Licensing Policy Inquiry Committee) i J:, ft！：近（7月下

旬）報科九十月出Lた。市1i1社t:r有容紹介はれ，mmerce
(Bom¥,:iv, July 26, 19的Lpp. 175～176 ¥' jl?n ：れに

よillI司 センス制 ！，－i，｛￥・九意的に迷 IiJ : 1 I ＇きた

こと，悶営特殊金融機関が財閥を育成して君たこと，

私的外資産主入許可政策も怠意的ごあ／〉たことなどが指

摘さi' ろう勧告は， ll）ノ rセンスi割lj::, ＋川少に戦

略的， v：引（｜；！な工業に泊JIJリ lるべきこ入 ）＇. ＇＇場合，
運！日のんミ，Q、性を避ける止めド詳細な床業＂ Il川lどvソ〈る

こと，（2)i1小企業育成のため，特定産業にはた1ft本山

参入を ~.ll すること，（3）符 f多，＼;1,工業で Hi，】少 lffi:JH· 多く

使う； ',( , －＿れ以上w：乙 ｝） λI,;'；大しないー ,/1；三れら

以外乙＇＇ './ I' コいては，行j!（小3{i吉田（）（） lj ': を越

える財II弘Lには参入を許可しないこと，（日）国rt特殊金川
機関は同m，投資先の経'Ftにたい1る不干沙主義をベJ
めて，？？一？で！＃令加Lてゆイ空シ（これを“JointSector” 

と名~－；「.. －と）など .:-, ，財閥仁 i t方、tc

り厳 -i,11 I , ,ifといえ..• －＇）， 什う。

Ci主5〕 不況の綬干ll策としての統制緩和＇•J典型的な

例lt，和；：穿＇［こ:IH、てみられる。 ，M要，｝）司、i立をおも Yム院〔

肉として，多くの会社が赤字をだしており，現者E約80

rl. ／；，操業を停rLI.ナL、る。調~業♂）中心地アーメグパ

ド：！）場合，全？｛，；業f-U：の課税1]1j干lj/11'! U 1961年仁lt I . l 

広心ピーであ J》ア｝力：1966年にll 69001iノレピーに低下し

た。「この工業にとって最大の問題は，生産費の増大，

消費税の重課による料布のコスト高と，消費者の購＇；＂！

) ) :! ) j墨減とめ［！日、ワドャップをいかにうめるか， （しいフ

ーモであるJ( ;' 氏ダノ〈ートlfo".( Jc 協会年次，I~ ；＇ C 

v) Balakrishna Harivallabhdas台長の演説， 68年4

JJ Hi日〉。そして，m状分析からいえる基本的なことは
「！日正存 l乃工場が設備の不均衡の是正のために少数の約

吋フ精加を必＇t'.＇：しているよう t,W, ｛，を別にすj U, 
: l p以上紡童書主主，1,r,;<,:_Jmはほと，AJ；必吸なL、。.....E級機

につ，，、ては，工場制料業におし、て 1773000～1万8000

t，＇／）新設が必 1/J::--c－ある。一回・・・これが迷成されるために
し この工業f ii＇，ル率が己主主毒されわければなら t_,t 'J 
（γiews of the India世 Cotton Mills’Federation 

011 Cotton Te.rti!e I珂dustryin the Fauth Flan 

(n. d., mimeographed））。

この上うな資本の要請のもとで， 1968年6月に，＇i.

,-iはmuo）一元：ti！れがまされた。jらわち，下層消費1,i:1': 

ι， ! Iii!ヲでキjd，ζ：！J'i'I・規絡の私iずIi；工，政府が締約三決
定しているが，そのような特定綿布を各企業は全生産

料布vJ40o/o以上生産することを義務つけられ， 40%を

減芹て1産する井ほ励金が与えられ， 40%以下である

I .:i1＇.約金を徴収さハていた。ぺ、［ iij：，，長正で， こcl,40'¥, 

' L、う率が25%に引き下げられt：。

( It 6 ) FICCI, Guidelines for the Fourth Five 

Year Plan (New Delhi, 1968), p. 23など。

（注7) こ，，j、it, (1）銀行υ、，r働争議行為の会：；：：；1,11
ff', (2）銀行dy取締役乃条件づぷ一一ーすなわち，（a,)Jliill'<

l立金融関係の専門知識・経験をもっ者の常勤たるへさ

こじほかの企業に午IJ害をもってはならないこと，（b)

区役の過半数は金融関係の専門知識・経験をもっ者で

力包寸ほかの企；｛：：’利害をもっ「：.tti: んないこと，そし

,.: ＂） ち2人；： );"., y, t f二は小規Ki！？、，＿！）専門知識・ f：み＂＇

をもつこと，（c）主主役白身または関係企業への融資は禁

止すること，（d）農業や小規僚工業への融資を漸次情大

べきこと， trr・主規定していろ。土れは，国民《議派

11; ", Chand, a Sekharなどアバ‘！凶（I’l、｛曽述” (youn日

turks）や好位｛活.I/1鴻有化要ぷを 11＇（院の契機とし 制

定されたもの。当面，この要求を，その効果が広く疑

われてし、る上述の上うな条項をもっ銀行の社会的統制
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o( Fco11omi, nec:eloj•m,’n/ (01 India, 2 parh 

(Hornhay, 1944), 5'1 p, :H μ. 
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